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①個別避難計画策定の推進の

ため、モデル事業を実施

障害者協会と協働し、51人の

計画を策定中（3月完成予定）

②個別避難計画を策定する計画

相談支援事業所へのアドバイ

ザー派遣（14事業所のうち７

事業所に派遣済）

①指定避難所64箇所（スロー

プがあると確認できなかった

避難所等）に移動可能なス

ロープ配備（３月末完了予定）

②指定避難所258箇所に

「わかりやすいサイン」等

を配備（12月完了）

③自主防災会等への障がいのあ

る人の受入れ時に必要な配慮

や懸念など指定避難所の運営

についてのアドバイザー派遣

（２団体に派遣済）

➀福祉避難所のうち、公設施設

の桜の園にアシストスーツ８

着を配備（４月完了）

②福祉避難所15箇所に、感染症

対策パーテーション５張を

配備（８月完了）

②障がいのある人の受入れ時に

必要な配慮や懸念点など福祉

避難所の運営についてのアド

バイザー派遣（派遣希望施

設６箇所に派遣予定）

〇避難計画（個別計画）…災害時に自力で避難が難しい避難行動要支援者ごとに、避難方法や避難先、
手助けをする人などを明記したもの（別紙１）

〇わかりやすいサイン…避難所での生活で必要な情報を、知的障がいがある人、子ども、外国人など
にわかりやすく伝えるため、イラストや簡単な言葉を使用したもので、避難
所開設時に使用することを想定した掲示物。
※ 事業を実施する中で、当事者団体の皆様からご意見をいただき、

ヘルプ マークカード、介助者用バンダナを併せて配備しました(別紙２)。
〇福祉避難所…障がいのある人など特別な配慮を必要とする避難者を受け入れるための設備等を備え

た避難所施設。協定を締結した障害者支援施設など。

「静岡市障がい者共生のまちづくり計画（令和３～５年度）」では、大分野「安全・安心」を
新設し、障がいのある人の災害時の安心・安全を守る取組を実施しています。
新規事業として計画に登載した「障害者災害時体制強化事業」の実施状況を報告します。

令和３年度障害者災害時体制強化事業の実施報告について

資料６

※ 実施に当たっては、静岡市障害者自立支援協議会地域支援部会「災害時の障がい者支援」プロジェクトで協議・検討を行いました。


